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開講挨拶の泉 司常務理事実習の一コマ

事例検討場面の風景意見交換会の一コマ

「
骨
格
提
言
を
な
い
が
し
ろ
」

障
害
者
の
声
届
か
ず

〜
障
害
者
自
立
支
援
法
に
替
わ
る
新
法
の
骨
子
を
厚
生
労
働
省
が
明
ら
か

に
し
た
。
厚
労
省
案
は
自
立
支
援
法
を
廃
止
せ
ず
改
正
し
、
新
法
と
み
な

す
為
昨
年
八
月
に
取
り
ま
と
め
た
骨
格
提
言
が
殆
ん
ど
反
映
さ
れ
て
お
ら

ず
各
方
面
か
ら
反
発
の
声
が
相
次
い
で
い
る
〜

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議
総

合
福
祉
部
会
で
は
昨
年
提
言
し
た
六

十
項
目
の
う
ち
反
映
さ
れ
た
の
は
三

項
目
だ
け
と
指
摘
。

全
国
盲
ろ
う
者
協
会
理
事
で
同
部

会
委
員
の
福
島
智
東
大
教
授
は
「
弱

者
の
立
場
に
立
っ
て
政
権
を
取
っ
た

は
ず
だ
。」
と
民
主
党
の
姿
勢
に
疑

問
を
ぶ
つ
け
た
。
改
正
案
の
中
身
に

つ
い
て
も
骨
格
提
言
と
は
か
な
り
の

差
が
あ
り
、
特
に
、
社
会
適
応
力
な

ど
が
重
視
さ
れ
ず
に
分
類
さ
れ
、
自

立
支
援
法
施
行
時
に
障
害
者
の
実
情

に
沿
わ
な
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
つ
な

が
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
問
題
視
さ

れ
た
「
障
害
程
度
区
分
」
は
、「
法

施
行
後
五
年
を
め
ど
に
検
討
し
必
要

な
処
置
を
講
じ
る
」
に
と
ど
ま
り
、

事
実
上
先
送
り
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
障
害
者
が
地
域
社
会
で

共
生
す
る
「
地
域
移
行
」
に
向
け
た

策
も
具
体
性
に
乏
し
い
。

こ
う
し
た
状
況
で
、
知
的
障
害
者

を
代
表
し
て
障
が
い
者
制
度
改
革
推

進
会
議
の
構
成
員
の
土
本
秋
夫
さ
ん

（
札
幌
ピ
ー
プ
ル
フ
ァ
ー
ス
ト
北
海

道
会
長
）
は
「
一
年
以
上
に
わ
た
る

今
ま
で
の
議
論
は
何
だ
っ
た
の
か
。

政
府
は
部
会
が
提
出
し
た
骨
格
提
言

を
、
責
任
を
持
っ
て
法
律
に
取
り
込

ん
で
ほ
し
い
」
と
し
て
い
る
。
Ｗ
Ｔ

（
民
主
党
の
障
が
い
者
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
）

で
も
「
こ
ん
な
案
で
は
障
害
者
に

説
明
が
つ
か
な
い
」「
廃
止
を
強
調

す
れ
ば
野
党
の
賛
成
が
得
ら
れ
ず
法

案
が
成
立
し
な
い
」
な
ど
議
員
の
意

見
も
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
。

訴
訟
団
の
主
催
で
緊
急
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
、「
廃
止
す
る
約
束

を
守
っ
て
」
と
、
元
原
告
や
支
援
者

が
全
国
か
ら
参
議
院
議
員
会
館
に
集

ま
り
一
行
は
、

一
、
支
援
法
を
廃
止
す
る
と
明
記
し

た
条
項
を
設
け
た
上
で
廃
止
す

る
。

一
、
障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
会
議

福
祉
部
会
が
ま
と
め
た
骨
格
提
言

を
反
映
さ
せ
た
も
の
に
す
る
。
こ

れ
ら
を
国
（
厚
労
省
）
と
国
会
に

強
く
求
め
た
。

障
害
者
の
間
で
批
判
が
起
き
て
い

る
の
は
、
違
憲
訴
訟
を
通
じ
、
原
告

の
障
害
者
ら
と
被
告
の
国
と
の
間
で

自
立
支
援
法
を
廃
止
す
る
こ
と
が
公

文
書
で
確
認
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
厚
労
省
か
ら
自
立
支
援
法
の
改

正
で
対
応
す
る
案
が
示
さ
れ
た
た

め
。
二
〇
〇
八
〜
〇
九
年
に
十
四
地

裁
で
七
十
一
人
が
人
権
侵
害
だ
と
起

こ
し
た
違
憲
訴
訟
は
、
十
年
一
月
、

訴
訟
団
と
国
（
厚
労
省
）
と
の
間
で

「
国
は
障
害
者
の
尊
厳
を
傷
つ
け

た
。
反
省
を
踏
ま
え
今
後
の
施
策
を

立
案
す
る
。」「
お
そ
く
と
も
十
三
年

八
月
ま
で
に
自
立
支
援
法
を
廃
止

し
、
新
法
を
実
施
す
る
。」
な
ど
と

す
る
基
本
合
意
文
書
を
作
成
し
、
調

印
。
訴
訟
上
の
和
解
が
成
立
し
た
際

に
は
、
総
理
大
臣
が
原
告
ら
に
対
面

し
て
陳
謝
し
た
。

こ
う
し
た
、
手
続
き
を
経
て
い
る

こ
と
か
ら
、
弁
護
団
長
は
「
総
理
大

臣
や
厚
労
大
臣
が
国
と
し
て
明
言
し

た
こ
と
が
守
ら
れ
な
い
な
ら
、
国
家

と
し
て
成
り
立
た
な
い
。
あ
の
基
本

合
意
が
な
け
れ
ば
訴
訟
は
続
い
て
い

た
」
と
強
調
し
て
い
る
。

「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

「
二
〇
〇
六
年
施
行
。
身
体
、
知

的
、
精
神
、
の
障
害
ご
と
に
分
か
れ

て
い
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
化
し

た
。
サ
ー
ビ
ス
量
に
応
じ
て
原
則
一

割
を
自
己
負
担
す
る
「
応
益
負
担
」

に
な
っ
た
た
め
、
障
害
が
重
い
人
ほ

ど
支
払
が
増
え
る
と
し
て
反
発
し
た

障
害
者
ら
が
各
地
で
国
を
提
訴
。
支

援
法
廃
止
と
新
法
制
定
を
条
件
に
十

年
四
月
ま
で
に
国
と
和
解
。
同
十
二

月
に
改
正
法
が
成
立
し
本
年
四
月
か

ら
支
払
い
能
力
に
応
じ
た
「
応
能
負

担
」
に
な
る
。」

平
成
二
十
三
年
度
、
通
訳
・

介
助
員
現
任
研
修
の
開
催

【
平
成
二
十
三
年
度
通
訳
・
介
助

員
現
任
研
修
が
三
月
九
日
、
札
幌

の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
於
い

て
、
全
道
各
地
か
ら
十
九
名
の
方

が
参
加
さ
れ
、（
社
福
）
全
国
盲

ろ
う
者
協
会
、
村
岡
美
和
氏
を
講

師
に
招
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。】

概
略
は
次
の
通
り

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
が

北
海
道
か
ら
受
託
し
、
実
施
し
て
い

る
「
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
派
遣

事
業
」
は
今
年
で
三
年
目
と
な
り
、

今
回
の
研
修
に
は
、
北
海
道
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
に
登
録
さ
れ
て
い
る

全
道
四
十
名
の
内
、
十
九
名
の
通

訳
・
介
助
員
の
方
が
札
幌
は
も
と
よ

り
、
函
館
、
旭
川
、
帯
広
、
白
糠
、

等
遠
方
か
ら
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

開
講
式
で
は
、
主
催
者
で
あ
る
北

海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
、
常
務

理
事
泉

司
よ
り
挨
拶
が
あ
り
日
頃

の
活
動
と
遠
方
か
ら
の
参
加
に
も
御

礼
を
述
べ
、
通
訳
・
介
助
員
派
遣
事

業
の
現
状
と
今
後
の
課
題
と
現
任
研

修
の
目
的
に
触
れ
、
講
師
の
北
海
道

障
が
い
者
保
険
福
祉
課
、
主
任
佐
々

木
雅
之
氏
（
さ
さ
き
ま
さ
ゆ
き
）
と

全
国
盲
ろ
う
者
協
会
、
村
岡
美
和
氏

（
む
ら
お
か
み
わ
）
両
名
に
お
礼
を

述
べ
開
講
式
が
お
わ
り
ま
し
た
。

午
前
最
初
の
講
義
は
北
海
道
障
が

い
者
保
険
福
祉
課
佐
々
木
雅
之
主
任

か
ら
、
障
が
い
者
福
祉
制
度
及
び
派

遣
事
業
の
概
要
を
テ
ー
マ
に
、
地
域

生
活
支
援
事
業
の
内
容
説
明
と
、
派

遣
事
業
の
概
要
説
明
、
障
害
者
自
立

支
援
法
事
例
集
の
講
義
の
後
質
疑
応

答
が
あ
り
、
予
定
の
五
十
分
を
終
え

ま
し
た
。

休
憩
後
、通
訳
介
助
実
習（
実
技
）

で
は
、
二
人
が
ペ
ア
と
な
り
交
代
で

通
訳
・
介
助
員
役
と
、
耳
栓
、
ア
イ

マ
ス
ク
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、
デ
ジ
タ
ル

プ
レ
イ
ヤ
ー
を
身
に
つ
け
た
盲
ろ
う

役
と
な
り
、
病
院
の
受
診
受
付
と
、

航
空
券
の
予
約
受
付
を
各
々
、実
習
、

体
験
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
記
入
し
た
受
付
表
の
見

て
、
盲
ろ
う
者
の
希
望
通
り
記
入
さ

れ
て
い
る
か
検
証
い
た
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
通
訳
介
助
場
面
の

事
例
検
討
（
演
習
）
を
テ
ー
マ
に
場

面
一

内
科
受
付
、
場
面
二

診
察

室
、場
面
三

薬
局
受
付
、の
通
訳
・

介
助
場
面
を
医
師
役
、
受
付
役
、
盲

ろ
う
者
役
、
通
訳
・
介
助
員
役
を
、

全
国
盲
ろ
う
者
協
会

村
岡
美
和
さ

ん
他
二
名
と
北
身
協

古
舘
氏
が
演

じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
体
で
通
訳
・
介
助
員

の
行
動
、
正
確
な
盲
ろ
う
者
の
意
思

伝
達
、
医
師
の
指
示
、
受
付
、
薬
局

で
の
や
り
取
り
に
つ
い
て
検
証
後
、

質
疑
・
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
会
最
後
は
、
意
見
交
換
会
を

実
施
。
助
言
者
と
し
て
、
村
岡
美
和

氏
、
北
海
道
障
が
い
福
祉
課
東
秀
明

主
幹
、
佐
々
木
雅
之
主
任
、
泉

司

常
務
理
事
が
参
加
し
、
六
名
の
方
か

ら
、
前
も
っ
て
提
案
が
あ
っ
た
要
望

事
項
に
つ
い
て
、
改
め
て
内
容
の
説

明
を
頂
き
、
各
々
助
言
者
か
ら
回
答

の
や
り
取
り
で
活
発
な
質
疑
応
答
と

な
り
、
予
定
時
間
を
三
十
分
オ
ー

バ
ー
し
て
午
後
四
時
、
通
訳
・
介
助

員
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

主
な
要
望
事
項
は
次
の
通
り

※
病
院
、
役
所
等
の
用
事
以
外
に
話

し
相
手
な
ど
も
認
め
て
ほ
し
い
。

※
派
遣
依
頼
の
予
定
が
一
月
単
位
で

前
も
っ
て
分
か
れ
ば
教
え
て
ほ
し

い
。

※
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
養
成
講

座
を
地
方
で
も
開
催
し
て
ほ
し

い
。
な
ど
。

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
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「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
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盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
派
遣
事
業

の
利
用
登
録
申
請
に
つ
い
て

あ
な
た
の
ご
家
族
や
周
り
に
視
覚

と
聴
覚
に
重
複
し
て
障
害
の
あ
る
方

は
い
ま
せ
ん
か
。
北
海
道
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
方

に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

移
動
等
の
支
援
を
行
う
「
盲
ろ
う
者

通
訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
」
を
無
料

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
盲
ろ
う
者
の
方
や
ご
家
族

に
、
こ
の
事
業
を
紹
介
し
て
通
院
や

買
い
物
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

お
伝
え
下
さ
い
。

な
お
、
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
手
続
き
な

ど
は
お
問
合
せ
下
さ
い

【
問
合
せ
先
】

（
社
）北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電

話

〇
一
一
―
二
五
一
―
一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―
二
五
一
―
〇
八
五
八

障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
を
開
催

〜
平
成
二
十
四
年
度
の
道
の
事
業
予
算
案
固
ま
る
〜

平
成
二
十
三
年
度
北
海
道
障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会
（
協
議
会
会

長
赤
坂

勝
（
北
身
協
会
長
））
が
、
二
月
二
十
八
日
（
火
）、
札
幌
市
内

の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。こ
の
協
議
会
に
は
、

身
体
、
知
的
、
精
神
の
障
害
者
団
体
や
北
海
道
、
北
海
道
労
働
局
な
ど
か

ら
各
委
員
が
出
席
し
て
定
例
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

概

要
当
日
は
、
佐
藤
三
洋
（
さ
と
う
み

つ
ひ
ろ
）
副
会
長
（
北
海
道
知
的
障

が
い
福
祉
協
会
常
務
理
事
）
が
議
長

と
な
っ
て
議
題
の
協
議
が
進
め
ら

れ
、
最
初
に
北
海
道
保
健
福
祉
部
福

祉
局
障
が
い
者
保
健
福
祉
課
東

秀

明
（
あ
ず
ま
ひ
で
あ
き
）
主
幹
か
ら

「
平
成
二
十
四
年
度
北
海
道
の
障
が

い
者
社
会
参
加
関
連
事
業
の
概
要
」

案
の
説
明
が
、
続
い
て
各
障
害
者
団

体
か
ら
「
平
成
二
十
三
年
度
障
害
者

社
会
参
加
推
進
事
業
実
施
状
況
」
に

つ
い
て
の
報
告
が
、
最
後
に
北
海
道

労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
対
策
課
楠

健
太
郎
（
く
す
の
き
け
ん
た
ろ
う
）

障
害
者
雇
用
担
当
官
か
ら
「
北
海
道

に
お
け
る
障
害
者
雇
用
状
況
」
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
協
議
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。な
お
、

北
海
道
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
平
成
二

十
四
年
度
の
予
算
案
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
。

※

北
海
道
労
働
局
か
ら
説
明
が

あ
っ
た「
障
害
者
雇
用
状
況
」は
、
紙

面
の
関
係
で
来
月
以
降
に
掲
載
予
定
。

平
成
二
十
四
年
度
北
海
道
の
予
算
案

【
身
体
障
が
い
者
関
係
】

▼
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
事
業

一
、七
六
四
千
円

▽
点
字
・
朗
読
奉
仕
員
指
導
者
等
養

成
事
業

一
、五
九
六
千
円

▽
手
話
通
訳
者
養
成
事
業

三
、五
三
九
千
円

▽
手
話
通
訳
者
派
遣
事
業六

四
二
千
円

▽
字
幕
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

二
、〇
八
四
千
円

▽
音
声
機
能
障
害
者
発
声
訓
練
・
指

導
者
養
成
事
業

二
、五
三
九
千
円

▽
視
覚
障
害
者
情
報
提
供
等
事
業

二
、〇
八
四
千
円

▽
身
体
障
害
者
補
助
犬
育
成
事
業

一
五
、八
八
〇
千
円

▽
中
途
視
覚
障
害
者
社
会
適
応
推
進

事
業

二
、〇
〇
〇
千
円

▽
視
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
運
営

事
業

六
二
、二
二
三
千
円

▽
手
話
通
訳
者
設
置
事
業

五
一
、八
三
八
千
円

▼
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
派
遣
事

業

二
、七
四
一
千
円

【
身
体
・
知
的
障
が
い
者
関
係
】

▼
身
体
・
知
的
障
害
者
生
活
訓
練
事

業

七
一
二
千
円

▼
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業

二
八
二
千
円

【
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
者
関
係
】

▽
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

五
〇
、一
六
六
千
円

▼
「
障
害
者
一
一
〇
番
」
運
営
事
業

二
、二
三
〇
千
円

▽
市
町
村
地
域
生
活
支
援
事
業

一
、〇
二
〇
、七
六
一
千
円

▼
障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業

三
、九
一
八
千
円

【
知
的
障
が
い
者
関
係
】

▽
知
的
障
害
者
生
活
文
化
教
室
開
催

事
業

一
、三
一
五
千
円

【
精
神
障
が
い
者
関
係
】

▽
精
神
保
健
福
祉
推
進
員
養
成
事
業

二
、八
三
三
千
円

▽
精
神
障
害
者
社
会
復
帰
支
援
事
業

一
、〇
三
〇
千
円

▽
精
神
障
害
者
家
族
相
談
員
設
置
事

業

一
、六
三
一
千
円

▽
精
神
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
事

業

一
一
五
、七
四
四
千
円

▽
精
神
保
健
職
親
事
業九、三

九
〇
千
円

説

明

①
▼
ゴ
シ
ッ
ク
体
の
事
業
は
、
北
身

協
が
北
海
道
か
ら
受
託
等
で
実
施
す

る
も
の
で
す
。
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お
詫
び

「
二
月
号
短
歌
分
に
作
者
の
お
名
前

も
れ
が
あ
り
ま
し
た
吉
川
さ
ん
に
大

変
失
礼
致
し
ま
し
た
。
お
詫
び
申
し

上
げ
る
と
共
に
改
め
て
掲
載
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。」
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一
、
判
読
が
難
し
い
漢
字
に
は
必
ず

ル
ビ
を
付
し
て
下
さ
い
。

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

協議会の一コマ

ニ
ッ
シ
ン
自
動
車
工
業

北
海
道

（２）（第６９６号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２４年３月２５日）


